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Ocketの基本操作
基本的な操作方法を解説します！
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チャット編



① チャット開始
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案件に対して関心を示した教育・研究機関と
チャットを開始してみましょう。

チャットの開始は企業側からのみ可能です。



企業ユーザにてOcketにサインインします。

画面上部の ボタンを押下し、募集中案件の一覧画面が表示されます。
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チャットは教育・研究機関から「関心あり」が表明された案件であれば可能です。

「関心あり」が表明された案件名のリンクを押下しましょう。
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「関心あり」が1以上の案件でチャットが可能です。



一覧から案件名のリンクを押下すると案件詳細画面が表示されます。関心表明を行った大学の一覧が表示され、

「関心あり」を表明した教育・研究機関には ボタンが表示されます。
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一覧から案件名のリンクを押下すると案件詳細画面が表示されます。関心表明を行った大学の一覧が表示され、「関心あり」を

表明した教育・研究機関には ボタンが表示されるため、押下しチャットを開始しましょう
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チャットボタンを押下するとチャット画面が表示されます。

メッセージを入力して送信してみましょう。
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メッセージを記入 送信

メッセージが送信されました。



チャットボタンを押下するとチャット画面が表示されます。

メッセージを入力して送信してみましょう。
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メッセージを記入 送信

メッセージが送信されました。



チャットを送信すると、教育・研究機関のコーディネータや産学連携担当の方に送信されます。

案件一覧画面にて ボタンが表示され、押下するとチャット内容を確認することが可能です。
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教育・研究機関の画面



チャットを送信すると、教育・研究機関のコーディネータや産学連携担当の方に送信されます。

案件一覧画面にて ボタンが表示され、押下するとチャット内容を確認することが可能です。
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教育・研究機関の画面

企業が送信したチャットを確認することが可能です。



チャットが開始されるとお互いにメッセージを送信することが可能です。お互いに情報の交換を行いましょう。
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教育・研究機関の画面

企業が送信したチャットを確認することが可能です。

企業の画面



② チャットへの招待

12

チャットに関係者を招待しましょう。

チャットへの招待は企業、教育・研究機関
それぞれにて操作が可能です。



チャットに参加者を招待するには、招待する人を選択しましょう。

チャットに招待できる人はOcketのユーザのみです。
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チャットに招待するユーザを選択しましょう。

チャットに招待できるユーザはOcketのユーザのみ
です。ユーザ追加は「ユーザー一覧」より可能です。

参考資料：Ocketの基本操作(アカウント追加編)



招待するユーザを選択したら、 ボタンを押下しましょう。

追加完了のメッセージが表示されたら招待完了です。
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チャットに追加されたユーザはこれまでのやりとりを
全て閲覧することが可能です。



企業側も同様の操作でチャットにユーザを招待することが可能です。
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③面談に進む
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より具体的に交渉を進めることになった場合
面談に進むを送信しましょう。

面談へ進むは企業にて操作が可能です。
操作について教育・研究機関との調整は不要です。



チャット画面の を押下しましょう。
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ボタンは「管理者権限」を持つユーザーのみ表示されます。



確認ダイアログが表示されるため、 を押下すると、完了のメッセージが表示されます。

案件一覧にてステータスが「面談開始」に更新されたことが確認できます。
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ステータスが「面談開始」に進みました。



③交渉を取りやめる
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何らかの理由で交渉を中断する場合は
交渉を取りやめる操作を実施しましょう。

交渉を取りやめるは企業にて操作が可能です。
操作について教育・研究機関との調整は不要です。



チャット画面の を押下しましょう。
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ボタンは「管理者権限」を持つユーザーのみ表示されます。



交渉を取りやめる理由やメッセージを入力して、 ボタンを押下しましょう。
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理由やメッセージを入力しましょう。



交渉取りやめの操作を行うと完了ダイアログが表示され、

案件一覧にてステータスが「交渉取りやめ」に更新されたことが確認できます。
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ステータスが「交渉取りやめ」に更新された場合、企業、教育・研究
機関にてチャットを行うことができません。
過去のチャットは参照することができます。
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よくあるご質問

Q.チャットを開始したことは他の教育・研究機関に伝わるのか？また同時に交渉することは可能ですか？

A. 他の教育・研究機関へ伝わることはありません。同時に複数の教育・研究機関との交渉も可能です。

Q.チャットに招待するユーザの制限はありますか？

A.人数等の制限はありません。チャットへ招待できるユーザはOcketのアカウントが必要です。

Ocketのアカウント登録にはメールアドレスが必要で追加操作するユーザと同じドメインである必要があります。

(同じ組織に所属するユーザーである必要があります。)

Q.面談開始はどのタイミングで実施したら良いですか？

A. 打ち合わせの日程が決まるなど、より具体的な話に進むことが決まったタイミングで実施してください。

教育・研究機関の許可や確認等は不要です。

Q. チャットの通知設定を行うことは可能でしょうか？

A. 画面右上の「新着通知」を押下し、表示される画面にて「通知設定」ボタンを押下すると

チャット新着メッセージのON/OFFを設定することが可能です。

資料「Ocketの基本操作(初回ログイン編)」にて、具体的な操作方法を記載しています。

お問い合わせ先

株式会社日本オープンシステムズ ocket@jops.co.jp
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Ocketの活用アドバイス ご利用案内冊子

ポータルサイトにて成約事例や案件の入力例をまとめた案内冊子を公開しています。

案件発信する際には入力内容の参考になりますので、是非ご活用ください！

案件の入力例

案件の入力例
チャットイメージ

チャットイメージ
ご利用案内冊子

ご利用案内冊子

Ocket ポータルサイト：https://www.ocket.jp/

https://www.ocket.jp/
https://www.ocket.jp/ocket-guide.pdf
https://www.ocket.jp/ocket-guide.pdf
https://www.ocket.jp/ocket-guide.pdf
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Ocketの活用アドバイス お役立ち情報

メニューの から教育・研究機関の産学連携に関するリンク集を確認できます。

案件発信前の調査・確認する際にご活用ください！
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